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2017 年度から 2018 年度にかけて，AL 科目の授業見学とその授業を受講している学生数名を
対象に聞き取り調査を行った。そのうち本稿で取り上げる調査は以下の通りである。
2017 年度
①2018 年 1 月 12 日（金）：A 大学
PBL 受講生数名と調査者による聞き取り調査
②2018 年 2 月 15 日（木）：B 大学
初級地域公共政策士報告会の報告者 3名と調査者による聞き取り調査
2018 年度
①2018 年 7 月 12 日（木）：C 大学
初級地域公共政策士の授業受講生 3名と調査者による聞き取り調査
2-1．学生の生育環境の多様さについて






事例 2：都市郊外で生育期を過ごした学生 B と，地域社会との距離














































学生の地元意識と AL についての考察（牧野芳子・德井公樹） １１７
や学童にも行った経験を持ち，親も自治会長などを務めている。自分も今後ずっとその地域に住
み続けたいと希望している。





















































1．そう思う 2．ややそう思う 3．あまりそう思わない 4．そう思わない
4．近所での助け合いがほとんどない地域だったか
1．そう思う 2．ややそう思う 3．あまりそう思わない 4．そう思わない
③小学校および中学校の頃の地域の行事との関わりについて（当てはまるもの全て選択）
1．行事に参加するのが楽しみだった





















1．そう思う 2．ややそう思う 3．あまりそう思わない 4．そう思わない
2．地域の問題を解決したい
1．そう思う 2．ややそう思う 3．あまりそう思わない 4．そう思わない
3．地域の人間関係は煩わしい
1．そう思う 2．ややそう思う 3．あまりそう思わない 4．そう思わない
4．できれば地元で就職したい
































最後に AL の授業形態について少し述べておく。AL といえば，やはり，フィールドワークの
様な授業形態が主であり，ともすれば従来の，講師の話を聞き質疑応答するといった形態が否定
される傾向に陥る可能性もあるようである。しかし，その形態は必ずしも否定されるべきもので
はない。2018 年 C 大学で行った聞き取り調査の際見学した授業では，毎回，京都市内の企業か
学生の地元意識と AL についての考察（牧野芳子・德井公樹） １２１
ら社長などを講師として招き，話を聞く形態をとっている。ただし，毎回その企業について調
べ，それぞれに質問を考える予習をして授業に臨んでいるという。つまり，形態としては受動的
であっても，学習態度において自主性やコミュニケーション能力を発揮できるような場や仕掛け
を作り，確実に実行させることで，学生を育てることもできるのではないかと考える。
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